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 役 員 

会 長    若林成幸  直前会長 鯖尻佳子 

副会長   多胡葉子  書 記  武田寿子 

会  計   吉田 明 堀江裕一 

会計監査  加藤光信 

連絡主事  谷川 尚 

メネット連絡  福田素子   

 

事  業 

委員長 

 

ＹＭＣＡサービス・ユース 多胡葉子 

地域奉仕・環境 福田宏子・EMC 杉谷和代 

交 流 石田由美子 ・ファンド 堀江裕一 

広 報(ブリテン) 長尾 亘 (HP)  長尾 亘 

特別事業
  委員長
 

ＮＧＯ 鯖尻佳子  じゃがいも  福田 肇 

バザー 多胡葉子 市民クリスマス若林成幸 

 

お誕生日 

おめでとう！ 

 今田和子（２４日）  谷川友子（１５日）  

 

 例会出席者数          ２４ 

在籍会員数          １９名（名誉会員１） 

出席会員数            １３名 

出 席 率           ６８．４２％  

メイクアップ(内数)     ０名 

メネット         ２名 

コメット・孫メット０名、ゲスト・ビジター９名 

ＢＦポイント    1１月 3,261円 

       累  計   16,191円 

にこにこＢＯＸ   1１月   1,000 円 

       累  計    19,500円 

ファンド（物品販売）         0円 

              累 計    18,750円 

 

  主 題 ・ 標 語 

 国際会長(I P)  JOAN WILSON （カナダ） 
  主 題：  “ Our Future Begins Today  ” 

「私達の未来は、今日から始まる」 
 アジア地域会長(AP) Tung  Ming Hsiao 
  主 題：  “ Respect  Y’s Movement  ” 
              「ワイズ運動を尊重しよう」 
 西日本区理事(RD) 岩本 悟 （熊本にし） 
  主 題： 「ワイズ魂で 更なるワイズの活性化を！」 
        “ Energizing Y’s Men’sClubs with the Y’s spirit ” 
  副 題： 「定例会の充実と活発な奉仕活動でメンバー倍増！」 
        Doubliｎg membership through having substantial  
        Meetingｓ and active service! 
 六甲部部長    長井 慎吾（西宮） 
  主 題： 「楽しい交流とやりがいのある奉仕活動で 
           更なるクラブ活性化を図ろう」 
 宝塚クラブ会長  若林 成幸 
   主 題： 「限りない挑戦で新たな気風を呼び込もう！」 

今月のテーマ： EMC-E  (会員の獲得強化) 
その地方で羊飼いたちが野宿をしながら、夜通し羊の群れの番をし

ていた。すると、主の天使が近づき、主の栄光が周りを照らしたので、

彼らは非常に恐れた。天使は言った。「恐れるな。わたしは、民全体

に与えられる大きな喜びを告げる。今日ダビデの町で、あなたがたの

ために救い主がお生まれになった。この方こそ主メシアである。 

（ルカ 2章 8~11 節） 
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２０１６年１２月クリスマス例会 

  日  時 ： ２０１６年１２月１４日(水)１８：００ 
  場  所 ： 宝塚ホテル チャペル・ ゴールド 
  会  費 ： 会員５，０００円、会員外５，０００円 
 第 1部 礼拝   司会：石田由美子  奏楽 舩木仁美 
   讃美歌 254 「小鳥も飛び去る冬のさなか」 

聖書朗読 ヨハネ 3章 13～17節  青柳美知子 
奨励  「子になる」 東梅田教会 武久 盾 伝道師 
讃美歌 264 「きよしこのよる」 

   献金   YMCA同盟「地球市民育成プロジェクト」を 
覚えて 

  第 2部 ミニコンサート  ドライバー 石田由美子 
       ダカーポ：浅野知英子・薄 時子・道幸奈津子 
         「カッチーニのアヴェマリア」 ほか 
  第 3部  祝 会      ドライバー 桑田 勝弥 
    開会点鐘         会  長   若林成幸  
    ワイズソング 
     ゲスト・ビジター紹介 

晩  餐           一 同 
    おたのしみ 
    インフォメーション 
    誕生日記念日 
    閉会点鐘          会  長    若林成幸  
 

 

 

  １１ 
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  実  
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TAKARAZUKA 

 宝塚ワイズメンズクラブ  ２０１６年１２月会報 第３３９号 
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１１月第一例会は１１月９日（水）午後６時半より

宝塚ホテル、ゴールドの間で若林会長による開会

点鐘で始まりました。

ワイズソング、ゲスト

スピーカーの紹介、

聖書朗読、祈祷に

続いて報告がありま

した。多胡メンから

「きらりと輝くアート

展」について、石田メンからは第２１回西日本区大

会の準備について。また１２日開催の六甲部部会、

１２月２２日の市民クリスマス「キャロルを歌う夕べ」

のついての報告もありました。報告後皆で楽しく会

食しました。その後、ゲストスピーカー大類隼人氏

による「国際保健の世界、私が信じる世代の仕事」

を聴きました。   

外科医、また救命救急医として京都、神戸の病

院で勤務。

その間に東

日本震災や

東トルコ地

震での救命

医療活動に

参加。２０１１

年には国際

医療資源ＮＧＯ「Future Code」設立。２０１２年には

兵庫医科大学を退職し、海外での医療活動などに

取り組んで来られました。バングラディッシュでの孤

児院での健診、ハイチでの結核健診、西アフリカ

でのマラリアの対策。その変わらぬ理念と行動力に

一同大変感銘しました。深刻な貧困故に健診しな

ければこの国の人は救えないと２０１３年から結核

健診スタート。現地指導の大切さを思われたようで

す。誰も置き去りにしない地球規模でするという大

類氏の言葉に感動が会場を包みました。相互理解

の先に確かな平和があると言われたことが印象に

残りました。 

お誕生日祝いの後閉会点鐘で第一例会は感動

冷めやらぬうちに終わりました。 

 

                        鯖尻佳子 

  

 

 

 

 

日 時：11月 16日（水）１８：３０～２０：４５ 

場 所：宝塚西公民館 

出 席：若林、吉田、長尾、多胡、鯖尻、石田 

 

１． 例会運営の確認 

① クリスマス例会（12/14）の役割；礼拝/ミニ 

コンサートの司会は石田メン、祝会の司会

は谷川連絡主事。会費は会員/ゲスト共に

￥５，０００． 

② 第２例会は通常通り 12/21の予定、場所未

定。キャロル前日で変更可能性あり。 

③ 12月～2月例会案内チラシ作製した。 

④ 3月以降のゲストスピーカー候補は、 

3月予定、4月未定 

   ⑤ 3月予定者・・若林寛之（若林メンの弟） 

北朝鮮の経済概念 

   その他青柳メン紹介のダイバー、草野修さん 

２．2018年西日本区大会について 

11/07、神戸 YMCA で第 2 回準備委員会を開

催。実行委員会の組織図（案）を作成した。各

クラブ持ち帰ってクラブの承認をとる。 

３．六甲部部会、メネットアワーを振り返って 

第 2 部、「クラブ活性化シンポジューム」で長井

慎吾部長のプレゼンテーションは興味深かっ

た。宝塚クラブは高齢化が目立ち EMC 強化が

必要。 

４．各委員会報告     

①じゃがいも 301個完売。現在 4個（\8,800） 

が足りない。 

  ②きらりと輝くアート展は 11/19に開催 

  ③市民クリスマスに関学神学部学生連盟が 

１１月第２例会報告 

１１月第１例会報告 
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朗読とページェントで出演。 

   多数の観客が見込める。 

  ④六甲部部会で開催支援金を募った所、 

約￥２７，０００．の献金が集まった。感謝。 

５．宝塚クラブ 30周年記念例会について 

2018年六甲部部会で該当クラブは合同で開催

出来るか持ちかけてみる。 

６．ブリテン 締切 11/28．校正 11/30 

７．会計担当吉田メンより神戸 YMCA 

新館建築募金に献金、又、支援団体への 

寄付を済ませたと報告あり。 

８．次期会長選出の件 12月末には決定して      

おかなければいけないが、第 21回西日本区 

大会実行委員会に 6名出しているので難し 

い現状を確認した。 

 

 

 

 

 

11 月は、チャリテイー・ラン、六甲部会、きらりと

輝くアート展と毎週の大きな行事が続き、準備・本

番において多大な苦労をかけました。また、例会に

おいては大類隼人氏の世界の各地に存在するス

ラム、そこに置き去りにされた子どもの現実を学ぶ

とともに、国際医療支援に乗り出した若い医師の活

動に感動を覚え、早速、クラウドファンドのバングラ

デシュ病院再建の募金に応じました。バングラデシ

ュは、50 年程前に義父が製鉄所建設のために派

遣されたところで、最新技術の工場を作ったものの、

日本人技術者が去った後の人材の育成を案じて

いました。 

11月 12日には元町のラッセホールにて第 15回

六甲部会が行

われました。

六甲部から 73

名、西日本区

から岩本悟理

事をはじめ、

他クラブから

53 名、合計 126 名が参加し、「我々の足下を着実

に」をテーマに、長井六甲部長による六甲部各クラ

ブ会員の年齢構成

分析、各クラブの自

慢の活動紹介、メン

バー増強のための

意見交換が行われ

ました。意見発表の

中で、高齢化により

クラブ維持に苦労し

ている現実やあきら

めずに頑張ってい

るクラブの例が示さ

れ、我がクラブの数

年先を想像して冷

や汗を流すことに。

EMC増強の名案は

なくても、例会を維

持し、クラブ毎に個

性ある活動を発信し続けることが唯一の解決策と

なることが示されたように思われました。その後、賑

やかに懇親会となり、花組を中心に、「しあわせ運

べるように」の合唱とフラで宝塚の元気を演出しま

した。 

それぞれに出合いがあり、所期の成果が得られた

ことを喜びたいと思います、感謝。    

                       若林 成幸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六甲部部会の前に 

  メネット会が有りました。 

 

会長より一言 
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〇リコーダー  浅野 知子 氏 

 相愛大学音楽部管楽器専攻 

        リコーダー科卒 

 

 

 

〇ヴァイオリン  簿 時子 氏 

  獨協大学外国学部卒 

   長年アマチュアオーケストラ   

でヴァイオリンを演奏 

 

 

 

 

 

 

  

来る 12月 22日(木)、宝塚ベガホールにて第 12

回「キャロルを歌う夕べ」を開催します。大勢の

方々の来場をお待ち申し上げます。 

今回は、関西学院大学神学部の学生有志が初

参加。神学生らしい地域活動に挑戦したいという

希望を受けて、降誕物語の朗読とページェント（衣

装を着けて無言で聖書の場面を表現）に出演して

もらいます。どんな工夫が見られるか楽しみです。 

 出演者は、このほか

幼稚園児、ポップン・

リンガーズ、アンサン

ブル・ダカーポ、さん

だワイズ有志のベル、

関学フラチーム・マハ

ロ、臨時編成の合唱

団など、100 人超の

方々が出入りし、会

場も楽屋も混雑が予

想されますので、ワイ

ズの皆様の協力が欠

かせません。 

別紙の役割分担表をご覧くださり、無理のない範

囲でお手伝いくださるよう、宜しくお願いします。 

             市民クリスマス実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 第三回目のアート展がワイズメンズクラブ六甲部

CS事業として 11月 19日（土）午後 1：00〜5：00に

日本キリスト教団須磨教会のホールで開催された。 

 今回のアート展は主に CS 事業主査さんだクラブ

の安行曉子ワイズ、宝塚クラブの福田素子メネット、

多 胡 、 神

戸ポートク

ラ ブ の大

野智恵会

長が関わ

り事業を進

めた。 

はん し ん

自立の家で臨床美術教室で描かれた作品の数々、

とカレッジ・アンコラージュで活動されている方々の

作品が展示された。 

当日の主な事業として講師を臨床美術士の佐藤

晴奈氏による臨床美術体験を実施した。 

知的障害のある子供さんとそのご両親の 2 家族 6

人、はんし

ん自立の家

の入居者の

2 人とスタッ

フ 、 カ レ ッ

ジ・アンコラ

ージュのメン

バー4 人と

障害のある方々に美術指導をされている方が 2 人

の合計 16人が体験した。 

 りんごを画材にそれぞれが先生の魅力的な指導

チャリティー市民クリスマス 

キャロルを歌う夕べ 

     

キラリと輝くアート展 

 ー臨床美術をたのしもうー 
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のもと素晴らしい作品を仕上げていかれた。特に

感動したのは家族で参加された 6人の方々の作品。

お子さんを中心に暖かく包み込まれる雰囲気を醸

し出す作品が出来上がっていたことだった。まさに

臨床美術の考え方の「いてくれてありがとう」が表現

できたのではと感じられた。そして参加者の皆様方

がご自分の作品を満足げな笑顔でながめておられ

たことが印象的だった。 

 同じ場所で神戸ポートクラブの主催された難病 

FOP 患者の山本育海君の支援チャリティも開催さ

れ、約 200 人の方々が参加され、その方々の一部

もアート展を鑑賞された。小さなイベントでも続ける

ことの大切さを今回も感じさせられました。 

                       多胡葉子 

 

 

 

 

 

 

 

「あなたが走るとハッピーになる子供たちがふえ

ます」を合言葉に第 19 回神戸 Y MCA チャリティ

ー・ランが神戸市しあわせの

村運動広場で開催された。 

晴天に恵まれ賑やかに子

ども、大人の歓声が広場の

芝生いっぱいに広がり、約

2,000人が参加してそれぞれ

の分野で楽しんだ。 

宝塚ワイズは今年もカップ

ラーメン、とお汁粉を 100円で販売。手馴れた作業

で 100 円を握って買いにくる子どもたちに「熱いか

ら気をつけてね。ラーメンは 3分待ってよ」とお昼過

ぎには完売。収益金 7,700円を献上した。 

グループランへの参加は「ハナグミ」と名して武

田、石田、鯖尻、多胡、の女性陣と総監督若林会

長の５人。秋の紅葉の始まりかけた 2キロの運動広

場周辺の自然を愛で、年々見事になるコスチュー

ムをつけた多くのチームを絶賛しながら、抜かした

り、抜かされたりして走るランナー達に声かけをし、

楽しく５人手を繋いでゴールをした。最後は全員恒

例のラッフ

ル券当選

発表に握

りしめたチ

ケットをド

キドキしな

が ら当選

番号とにら

めっこ。 

そして閉会の挨拶と収益金 2,603,155 円との発

表があり今年も障がい児・者のプログラムに使われ

ることを報告され All 神戸 YMCA 大イベントが盛

況のうちに終わりました。 

                        多胡葉子 

                        

【今月のみ言葉】 

ルカ福音書によると、イエスが誕生した夜、その知

らせを最初に受けたのは、ベツレヘム界隈の地で

野宿しながら夜通し羊の群れの番をしていた羊飼

いたちでした。羊飼いは当時一般に卑しい職業と

見なされ、否定的なイメージで捉えられていたよう

です。しかしその一方で、聖書において羊飼いは

イスラエルの民を守り導く神のイメージで肯定的に

捉えられており、実際、イスラエルの指導者であっ

たモーセも、ベツレヘムと関係の深いダビデも、も

ともと羊飼いでした。 

 さて、羊飼いたちのところへ主の天使（ガブリエル）

が近づき、神の栄光が彼らの周囲を照らしたため、

彼らは非常に恐れたということです。ここでは、暗

闇の中に光が現われる状況が描写され、まさに光

と闇とのコントラストが描かれています。そして、恐

れる羊飼いたちに対して、天使はまず「恐れるな」

と語りかけ、民全体に与えられる大きな喜び、すな

わち、救い主誕生の出来事を告知しますが、これ

により羊飼いたちの恐れは取り除かれ、恐れは喜

びへと変えられていきます。天使はここで羊飼いた

ちに、「今日ダビデの町で、あなたがたのために
．．．．．．．．．

救

い主がお生まれになった」と語っていますが、これ

第 19回神戸 Y MCA 

チャリティーラン 
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らの貧しい羊飼いたちのために救い主が誕生した

ということは、この救い主が私たち一人一人のため

にも誕生したということを示しています。アドベント

の季節、このことを改めて心に留め、その降誕の日

を待ち望みつつ歩んでいきたいと思います。 

                                                                                                                                    

嶺重 淑 

 

                             

  

アドベントの時を迎え、YMCAでも保育園、幼稚

園では、園児がクリスマス礼拝の準備を行っていま

す。主イエス・キリストをこの世に遣わされた神の御

心を覚え、子どもたちはメッセンジャーとして保護

者の前でイエス生誕劇を行ったり子どもたちにとっ

ても貴重な経験となるクリスマスとなります。 

そして新年を迎えるといよいよ神戸 YMCAに、

第５代目となる神戸 YMCA三宮会館が与えられま

す。新たな会館は、高齢者施設との協同という、こ

の時代に必要とされる場として活動していく予定で

す。またお披露目の機会を YMCAを支えてくださ

るワイズの皆さんとともに過ごしたいと思っています

のでよろしくお願いします。 

クリスマスにあって、ワイズの皆さんに、YMCAに

集うすべての人に、そして世界中の人に、豊かな

祝福が与えられますように。 

 

１．神戸市民クリスマス 

 まもなく、主の降誕を待ち望むときとなります。今

年度も神戸ＹＭＣＡは神戸市内のキリスト教諸教会

と一緒に「第５８回神戸市民クリスマス」を行う中で、

祈りと喜びを共にするときを持ちます。エキュメニカ

ル（超教的）なかかわりによって、様々な方々が、

共にキャロリングを行ったり、祈りと祝福のときをもっ

ている姿は幻想的かつ平和を思える貴重な時間と

なることでしょう。 

 ぜひ多くの方にご参加ください。 

日時：１２月１６日（金）夕刻～ 

場所：メイン会場はカトリック神戸中央教会 

（プログラムによって集合場所が違います） 

詳細は www.kobeymca.org/shiminxmas/ 

 

 

 

 

２.ＹＹフォーラム 

 ワイズ、リーダー、とＹＭＣＡの核となってＹＭＣＡ

運動を行ってくださる方々が一堂に集まって、社会

に必要とされること、そしてＹＭＣＡのこれからの歩

みを語り合う「ＹＹフォーラム」を新年に行おうと有

志で企画をしています。昨年度はブランディングの

一つとして「ＹＭＣＡの宝探し」と題して様々な話し

をしました。今年度も引き続き、ブランディングをテ

ーマに進めていこうと検討中です。ぜひ多くの方に

お集まりいただけますようお待ちしています。 

 日程 2017年 1月 28日（土） 

時間 13:00～17:00（予定） 

場所 神戸栄光教会   

神戸市中央区下山手通り 4丁目 16-1 

対象：ＹＭＣＡに関わる全ての方 

参加申し込みについてはまた１月にご案内いたし

ます。 
              

  

 

 

YMCA だより 

 

http://www.kobeymca.org/shiminxmas/

